新規HPLCキラル固定相の開発とそのエナンチオ分離特性の評価に関する研究 by 西岡 亮太
 
 
























































氏名（本籍） 西岡 亮太 （大阪府） 
学位の種類 博士（薬学） 







（主査） 江坂 幸宏 
（副査） 阿部 尚仁 
（副査） 土井 直樹 
 
医薬品の開発・評価・管理において鏡像異性体の正確な分別定量技術は不可欠であ
る。西岡氏は、高い選択性と実用性を兼ね備えた HPLCキラル固定相の開発を行った。 
パークル形、擬 18-クラウン-6-エーテル（18-crown-6）形、シクロデキストリン（CD）
形、アセチル化シクロデキストリン形、らせん状ポリアセチレン形と多岐にわたるキ
ラル認識構造を持つ固定相の開発に成功している。これらは、医薬品の重要な部分構
造である芳香環を持ったアミン、アミノアルコール、アルコールのキラル分離におい
て、優良かつ相補的な選択性を示した。また選択能発現におけるスペーサーの効果を
調査し、特に CD形に糖鎖構造スペーサーを導入して、フラボン類に対する顕著なキ
ラル選択能を獲得した。一方アミン類の分離では、18-crown-6形と CD形の相互作用
様式の差に着眼し、キラル選択性発現に関する重要な考察をした。また、キラル認識
部位と担体を共有結合で連結して耐久性を高め、移動相組成の選択に自由度を与えた。 
以上本研究は、医薬品製造等で重要な役割を果たすキラル固定相開発に関する研究成
果をまとめたものであり、理論的考察によってキラル固定相開発の戦略指標を与えて
いる。本研究で開発した固定相の多くが市販されており、薬学を始め広範な分野での
貢献が期待される。よって、博士（薬学）論文として十分に価値あるものと認める。 
